
今後のＡＣＰの普及啓発等についての意見交換まとめ 

 Ｒ４年度第２回推進会議において出された意見 

 

ＡＣＰの取組について 

・ケーブルテレビで１０分ぐらいのドラマ仕立て 

・ＡＣＰの書き方講座を開催する。 

・ラジオで周知。 

・認知症多職種協働研修のように、動画の研修を専門職向けにしたらどうか。 

・ＡＣＰについてのマンガを作成する。 

・独居の方に冊子を配布し、自分の思いを書いていただく。 

・創成館などのビジョンを活用し、目に触れて耳に触れるように。 

・ＡＣＰについて「考える日」をつくる。 

・講演会をケーブルテレビで放映する。 

 

ＡＣＰ全体について 

・まずはＡＣＰの認知度を高めるべき。 

・認知度いうところでは、もっと様々な方にアナウンスする必要がある。 

・言い方、説明の方法、タイミングがすごく難しいなと感じている。 

・入退院を繰り返す人を一つのポイントとしてＡＣＰを伝えているが、医療職の

研修もしていく必要がある。 

・医療職の自分でも伝えるのが難しかった。独り暮らしの方や身近に医療職がい

ないとより伝わりづらいのではないか。 

・子供から大人に向けて、上の世代に向けてという伝え方のほうがいいのでは。 

・医療職でもＡＣＰを知らない専門職が多い。 

・ＡＣＰや人生会議といった言葉やその意味が、医療や介護の関係職の方を除い

たら、一般の方には浸透してない。 

・日本医療マンガ大賞というものが、医療者の視点と患者の視点から展開されて

いて面白かった。 

 

 

資料４ 


